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この美しい空を未来へ残そう

　国民１人あたりが排出する二酸化

炭素（CO2）は、１日平均で約６㎏

といわれています。

　ちょっとした努力で１日、１人、

１㎏のCO2の削減ができます。

　未来にこの空を残すために、今で

きることから始めてみませんか？

倉

石

北

部

地

区

の

棚

田

風

景

50年後の空もきれいでしょうか？

・北海道洞爺湖サミット７月７日～
（地球環境サミット）

この美しい空を未来へ残そう



we

豊間内地区の皆さん

スピードあるドリブル攻撃 太田地区の皆さん

ヤマメさん早く大きくなってね！

シンガポール国歌で歓迎

みごとな面打ち！
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戸
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

五
戸
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

19
年
ぶ
り
決
勝
進
出

19
年
ぶ
り
決
勝
進
出

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　
井
上
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
生
徒
ら
が
来
町

　
昭
和
32
年
９
月
、

新
郷
村
立
小
坂
中

学
校
教
諭
と
し
て

教
職
に
就
い
て
以
来
、

五
戸
小
学
校
校
長

を
最
後
に
退
職
す
る
ま
で
、
32
年
余
の
長

き
に
わ
た
り
本
県
の
初
等
中
等
教
育
の
振

興
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　
平
成
２
年
６
月
、
五
戸
町
教
育
委
員
会

教
育
長
に
就
任
し
、
生
涯
学
習
の
促
進
・

拡
充
に
努
め
る
な
ど
、
町
の
教
育
振
興
に

多
大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

春

の

叙

勲

瑞
宝
双
光
章

教
育
功
労

三
浦
　
敬
二
郎
（
　
　
）

さん

博
労
町

78
歳

　
昭
和
30
年
の
国

勢
調
査
に
従
事
し

て
以
来
、
50
年
以

上
の
長
き
に
わ
た

り
統
計
調
査
事
務

に
協
力
。
国
勢
調
査
11
回
を
は
じ
め
、
数

多
く
の
調
査
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
五
戸
町
統
計
研
究
会
、
三
戸
郡
統
計
協

会
の
会
長
と
し
て
統
計
思
想
の
普
及
、
新
人

調
査
員
の
指
導
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

春

の

叙

勲

瑞
宝
単
光
章

統
計
調
査
功
労

三 

浦
　
順 

平
（
　
　
）

さん

下
大
町

75
歳

　
昭
和
43
年
２
月

か
ら
５
期
20
年
に

わ
た
り
町
議
会
議

員
を
務
め
、
民
生

常
任
委
員
会
委
員
長
、

経
済
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

　
農
村
環
境
の
質
的
向
上
を
目
指
し
た
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
「
瑞
穂
館
」
の
建

設
に
大
き
く
寄
与
し
、
産
業
経
済
の
振
興

発
展
、
教
育
の
振
興
、
民
生
の
安
定
な
ど

町
の
振
興
発
展
に
多
大
る
貢
献
を
し
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲

旭
日
単
光
章

地
方
自
治
功
労

鈴 

木
　
十 

一
（
　
　
）

さん

石
　
呑

88
歳

　
川
h
七
保

五
戸
町
消
防

団
長
（
58
歳
）

が
５
月
30
日

付
で
（財）
日
本

消
防
協
会
副
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
川
h
氏
は
、
昭
和
54
年
五
戸
町
消

防
団
に
入
団
以
来
、
消
防
人
と
し
て

練
磨
。
部
長
、
副
団
長
を
経
て
平
成

10
年
に
五
戸
町
消
防
団
長
と
な
り

現
在
に
至
り
ま
す
。

　
平
成
18
年
か
ら
は
青
森
県
消
防
協

会
長
、
日
本
消
防
協
会
理
事
も
務
め

て
い
ま
す
。

日本消防協会副会長に　川　七保氏就任！

　
赤
、
黄
色
、
オ
レ
ン
ジ
。
沿
道

を
鮮
や
か
に
彩
る
花
々
が
、
通
行

者
の
目
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
五
戸
町
緑
化
推
進
委
員
会
（
委

員
長
・
三
浦
正
名
町
長
）
は
、
サ

ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど

花
の
苗
１
５
、０
０
０
本
を
町
内
の

各
自
治
会
、
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
園
、
企
業
に
配
布
。
こ
れ
を

受
け
て
各
地
域
で
は
、
自
治
会
な

ど
が
主
体
と
な
っ
て
環
境
美
化
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
早
朝
か
ら
、
お
の
お

の
草
刈
り
機
や
か
ま
を
持
参
。
沿

道
に
生
い
茂
っ
た
雑
草
を
刈
り
取

り
ま
し
た
。
続
い
て
、
花
壇
に
苗

を
植
え
た
り
プ
ラ
ン
タ
ー
を
道
路

に
設
置
し
ま
し
た
。

議会ニュース
　
町
議
会
臨
時
会
（
第
３
回
）
が
４
月
30
日
、
１
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
平
成
19
年
度
補

正
予
算
な
ど
８
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
で
決
ま
っ
た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

※
　
＝
専
決
処
分
の
承
認

専
決
処
分
と
は
、
町
議
会
が
議
決
・
決
定
す
べ
き
事
項
を
、
議
会
を

招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
な
ど
特
定
の
場
合
に
限
り
、
町
長
が

議
会
に
代
わ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
専
決
処
分
さ
れ
た

事
項
は
、
次
に
開
催
さ
れ
る
議
会
で
承
認
を
得
ま
す
。

▼
五
戸
町
手
数
料
徴
収
条
例
（
一
部
改
正
）

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

▼
業
務
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

戸
籍
電
算
化
事
業
業
務
委
託
に
当
た
り
、
戸
籍
電
算
化
選

定
委
員
会
の
結
果
、
随
意
契
約
に
よ
り
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
公
共
シ
ス
テ
ム
事
業
部
東

日
本
営
業
統
括
部
東
北
支
店
と
８
、４
０
０
万
円
で
業
務
委

託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度
補
正
予
算

・
一
般
会
計
（
第
９
号
補
正
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
、６
７
３
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
87
億
１
、１
８
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

・
老
人
保
健
特
別
会
計
（
第
４
号
補
正
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
、３
７
３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
23
億
７
５
９
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
４
号
補
正
） 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
、２
２
３
万
８
千
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
を
26
億
１
、６
１
３
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
６
号
補
正
） 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
９
０
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
６
億
１
、７
０
８
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特
別
会
計
（
第
４
号
補
正
） 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
98
万
１
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
５
、８
３
８
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
県
高
校
総

体
男
子
サ
ッ
カ
ー
で
、
五
戸
高
校

が
19
年
ぶ
り
に
決
勝
進
出
を
果
た

し
ま
し
た
。
試
合
は
強
豪
・
青
森

山
田
高
校
に
敗
れ
た
も
の
の
ス
ピ

ー
ド
あ
る
サ
イ
ド
攻
撃
で
、
何
度

も
敵
陣
を
脅
か
し
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
は
東
北
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら

な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
「
魚
に
や
さ
し
い
五
戸
川
の
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
会
」
（
三
浦

榮
一
会
長
）
は
６
月
４
日
、
五
戸

川
に
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
１
万
匹
を
放

流
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
魚
の
す
み
良
い
河
川

環
境
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
五
戸
町
、

新
郷
村
、
川
の
愛
護
団
体
「
五
戸

川
大
好
き
隊
」
、
県
三
八
地
域
県

民
局
な
ど
７
団
体
で
今
年
３
月
に

結
成
し
ま
し
た
。

　
放
流
場
所
は
倉
石
中
市
の
河
川

公
園
の
ほ
か
２
か
所
。
参
加
し
た

倉
石
保
育
園
児
15
人
は
バ
ケ
ツ
に

入
っ
た
体
長
５
〜
10
セ
ン
チ
の
稚

魚
を
放
流
し
な
が
ら
「
早
く
大
き

く
な
っ
て
ね
」
と
声
を
掛
け
て
い

ま
し
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
語
学
専
門
学

校
・
井
上
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル

（
井
上
浩
一
校
長
）
の
生
徒
と
関

係
者
ら
が
、
６
月
４
日
か
ら
７
日

ま
で
の
日
程
で
五
戸
町
を
訪
れ
ま

し
た
。

　
同
校
と
の
交
流
は
、
旧
倉
石
村

が
平
成
12
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

の
中
学
生
海
外
派
遣
を
開
始
し
て

以
来
続
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
訪

問
で
は
、
町
内
で
の
陶
芸
体
験
や

イ
チ
ゴ
狩
り
に
挑
戦
。
ま
た
、
五

戸
中
学
校
（
橘
公
人
校
長
）
で
は
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
国
歌
演
奏
な
ど
の
歓
迎
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
柔
道
部
、

剣
道
部
員
と
一
緒
に
「
受
け
身
」

や
「
面
打
ち
」
な
ど
を
体
験
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
来
年
１
月

に
は
町
か
ら
中
学
生
20
人
を
海
外

派
遣
し
、
同
校
生
徒
と
交
流
す
る

予
定
で
す
。

専

専

専

専

専

専
専

専

各
地
域
で
展
開

花
い
っ
ぱ
い
運
動

五
戸
川
に

  

ヤ
マ
メ
１
万
匹
放
流

春の叙勲・高齢者叙勲

合わせて３人が受章
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は
早
朝
か
ら
、
お
の
お

の
草
刈
り
機
や
か
ま
を
持
参
。
沿

道
に
生
い
茂
っ
た
雑
草
を
刈
り
取

り
ま
し
た
。
続
い
て
、
花
壇
に
苗

を
植
え
た
り
プ
ラ
ン
タ
ー
を
道
路

に
設
置
し
ま
し
た
。

議会ニュース
　
町
議
会
臨
時
会
（
第
３
回
）
が
４
月
30
日
、
１
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
平
成
19
年
度
補

正
予
算
な
ど
８
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
で
決
ま
っ
た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

※
　
＝
専
決
処
分
の
承
認

専
決
処
分
と
は
、
町
議
会
が
議
決
・
決
定
す
べ
き
事
項
を
、
議
会
を

招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
な
ど
特
定
の
場
合
に
限
り
、
町
長
が

議
会
に
代
わ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
専
決
処
分
さ
れ
た

事
項
は
、
次
に
開
催
さ
れ
る
議
会
で
承
認
を
得
ま
す
。

▼
五
戸
町
手
数
料
徴
収
条
例
（
一
部
改
正
）

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

▼
業
務
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

戸
籍
電
算
化
事
業
業
務
委
託
に
当
た
り
、
戸
籍
電
算
化
選

定
委
員
会
の
結
果
、
随
意
契
約
に
よ
り
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
公
共
シ
ス
テ
ム
事
業
部
東

日
本
営
業
統
括
部
東
北
支
店
と
８
、４
０
０
万
円
で
業
務
委

託
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度
補
正
予
算

・
一
般
会
計
（
第
９
号
補
正
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
、６
７
３
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
87
億
１
、１
８
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

・
老
人
保
健
特
別
会
計
（
第
４
号
補
正
）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
、３
７
３
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
23
億
７
５
９
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
４
号
補
正
） 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
、２
２
３
万
８
千
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
を
26
億
１
、６
１
３
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
６
号
補
正
） 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
９
０
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
６
億
１
、７
０
８
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

・
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特
別
会
計
（
第
４
号
補
正
） 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
98
万
１
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
５
、８
３
８
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
県
高
校
総

体
男
子
サ
ッ
カ
ー
で
、
五
戸
高
校

が
19
年
ぶ
り
に
決
勝
進
出
を
果
た

し
ま
し
た
。
試
合
は
強
豪
・
青
森

山
田
高
校
に
敗
れ
た
も
の
の
ス
ピ

ー
ド
あ
る
サ
イ
ド
攻
撃
で
、
何
度

も
敵
陣
を
脅
か
し
ま
し
た
。

　
同
チ
ー
ム
は
東
北
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら

な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
「
魚
に
や
さ
し
い
五
戸
川
の
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
会
」
（
三
浦

榮
一
会
長
）
は
６
月
４
日
、
五
戸

川
に
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
１
万
匹
を
放

流
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
魚
の
す
み
良
い
河
川

環
境
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
五
戸
町
、

新
郷
村
、
川
の
愛
護
団
体
「
五
戸

川
大
好
き
隊
」
、
県
三
八
地
域
県

民
局
な
ど
７
団
体
で
今
年
３
月
に

結
成
し
ま
し
た
。

　
放
流
場
所
は
倉
石
中
市
の
河
川

公
園
の
ほ
か
２
か
所
。
参
加
し
た

倉
石
保
育
園
児
15
人
は
バ
ケ
ツ
に

入
っ
た
体
長
５
〜
10
セ
ン
チ
の
稚

魚
を
放
流
し
な
が
ら
「
早
く
大
き

く
な
っ
て
ね
」
と
声
を
掛
け
て
い

ま
し
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
語
学
専
門
学

校
・
井
上
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル

（
井
上
浩
一
校
長
）
の
生
徒
と
関

係
者
ら
が
、
６
月
４
日
か
ら
７
日

ま
で
の
日
程
で
五
戸
町
を
訪
れ
ま

し
た
。

　
同
校
と
の
交
流
は
、
旧
倉
石
村

が
平
成
12
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

の
中
学
生
海
外
派
遣
を
開
始
し
て

以
来
続
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
訪

問
で
は
、
町
内
で
の
陶
芸
体
験
や

イ
チ
ゴ
狩
り
に
挑
戦
。
ま
た
、
五

戸
中
学
校
（
橘
公
人
校
長
）
で
は
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
国
歌
演
奏
な
ど
の
歓
迎
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
柔
道
部
、

剣
道
部
員
と
一
緒
に
「
受
け
身
」

や
「
面
打
ち
」
な
ど
を
体
験
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
来
年
１
月

に
は
町
か
ら
中
学
生
20
人
を
海
外

派
遣
し
、
同
校
生
徒
と
交
流
す
る

予
定
で
す
。

専

専

専

専

専

専
専

専

各
地
域
で
展
開

花
い
っ
ぱ
い
運
動

五
戸
川
に

  

ヤ
マ
メ
１
万
匹
放
流

春の叙勲・高齢者叙勲

合わせて３人が受章
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所　　得　　割
医　　療　　分 介　　護　　分

0.9％
9.0％

6,600円
5,800円

90,000円

9.0％
50.0％

30,000円
38,000円

560,000円

資　　産　　割
均　　等　　割
平　　等　　割
限　　度　　額

所　　得　　割
医　　療　　分 後期高齢者支援金分 介　　護　　分

0.9％
9.0％

6,600円
5,800円

90,000円

6.5％
37.0％

20,000円
30,000円
470,000円

2.5％
13.0％

10,000円
8,000円

120,000円

資　　産　　割
均　　等　　割
平　　等　　割
限　　度　　額

第１期 第２期 第３期 第４期
７　月 ９　月 11　月 １　月

第１期 第２期 第３期 第４期
７　月 ８　月 ９　月 10　月

第５期
11　月

第６期
12　月

第７期
１　月

第８期
２　月

　平成20年度から、75歳以上の方が後期高齢者医療制度に加入することとなり、国民健康保険でも、こ
の後期高齢者医療制度を支えるために、これまでの医療分、介護分に加えて、後期高齢者支援金分の３本
立てで課税されることになりました。税率等の改正内容は下記のとおりです。

※平成20年度から医療分・後期高齢者支援金分・介護分とに分かれましたが、所得割、資産割、均等割、平等割の率、
金額の合計は昨年度と変わりません。

※限度額の合計額は、昨年度より30,000円増となります。

◎平成19年度

◎平成20年度

国民健康保険税の納期

改正

改正

　平成20年度から、納期が４期から８期に増え、１期ごとの納税額が少なくなり、納付がしやすくなります。

平成20年４月から国民健康保険税が変わりました
税率が変わります

納期が変わります

①75歳以上の方が後期高齢者医療制度、75歳未満の方が引き続き国保に加入する場合
　→  一定の要件を満たした場合に受けられる減免措置があります。
②75歳以上の方が社会保険などの被用者保険から後期高齢者医療制度に移行することにより、その方の
扶養となっていた65歳～74歳の方（旧被扶養者といいます。）が新たに国保に加入する場合　

　→  役場へ申請することにより減免措置を２年間受けられる場合があります。

後期高齢者医療制度の創設に伴う改正が行われます

　65歳～74歳までの世帯主を対象に、平成20年10月に支給される年金から、保険税を徴収させていた
だくことになります。

○特別徴収の対象となる世帯（次の（1）～（3）すべてに該当する方）
（1）世帯主が65歳～74歳で国保加入者となっていること。
（2）世帯内の国保加入者全員が65歳～74歳であること。
（3）（1）の世帯主が年額18万円以上の年金を受給しており、国民健康保険税と介護保険料を合わせた

額が年金額の２分の１を超えないこと。

平成20年10月から、年金からの特別徴収（天引き）が始まります

問い合わせ先　役場税務課　ＴＥＬ６２－２１１１　内線125
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所得税

所得税

所得税
非課税

還付

平成19年中の
所得に対して課税

平成18年中の
所得に対して課税

税源移譲により
増額となった住民税額

（減額となった所得税額）

“申告により”
税源移譲により増額となった
住民税相当額が還付されます。

所得変動に係る経過措置による住民税の還付を
　　　　　　　　　受けるためには申告が必要となります。

　申告書は、所定の様式に、住所、氏名、生年月日などを記載してい
ただくだけの簡易なものになっています。
　なお、申告後、還付の対象になるかどうかの審査を行い、申告を
行った方に対しその結果を通知します。還付の対象となる方について
は住民税の還付の手続きを行います。
※収入の状況等の確認が必要となることから、結果通知までに時間が
かかる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

申告期間
平成20年７月１日～

　　　　　　31日まで

申 告 先
平成19年1月１日の時点

でお住まいの市町村

平成18年（度）

平成19年（度）

平成19年（度）

所得変動が
ない場合

所得変動が
あった場合

住民税

住民税

住民税

申告により、平成１９年度の

　　　　　　　　住民税　が　還付 されます
　税源移譲により、所得税率の変更による税負担の軽減の影響は受けず、住民税率の変更による税負担の
増加の影響のみを受けた方については、平成１９年度分の住民税額から、税源移譲により増額となった住
民税相当額を減額し、納付済の場合は還付します。
※この措置は、「平成１９年分の所得税が課税されない程度の所得となった方」を対象としており、所得税
の住宅ローン控除の適用などにより、平成１９年分の所得税が課税されない場合は対象となりません。

◎対象になり得る方は、例えば……

　以上のような方で、平成19年分の所得税が課されなかった場合は、この措置の対象になる可能性があ

ります。

◎対象になると思われる方には、案内を郵送いたします。

◎所得変動に係る経過措置

所得変動に係る経過措置

平成19年に所得が減って所得税が課されなかった方平成19年に所得が減って所得税が課されなかった方平成19年に所得が減って所得税が課されなかった方平成19年に所得が減って所得税が課されなかった方

出産や

病気のため

長期休職

していた方

定年退職

した方や

依願退職

した方

定年退職

した方や

依願退職

した方

自営業で

業績悪化のため

大幅に所得が

減った方

自営業で

業績悪化のため

大幅に所得が

減った方

出産や

病気のため

長期休職

していた方

問い合わせ先　役場税務課　ＴＥＬ６２－２１１１　内線123・124
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対　象

対　象

地域ハツラツ地域ハツラツ地域ハツラツ 家族介護慰労事業・介護用品の給付について家族介護慰労事業・介護用品の給付について家族介護慰労事業・介護用品の給付について15

問い合わせ先　五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）‡６２－２１１１ 内線２６５

家族介護慰労事業

手続きに必要なもの

・申請書　　・印鑑　　・介護者名義の通帳　　・世帯全員の課税状況が確認できる証明書

　町内に住所を有し居住している方で、介護保険「要介護度」が４または５に該当し、町民税非課
税世帯で、介護用品を必要とする高齢者などを現に介護している方

手続きに必要なもの

・申請書　　・印鑑　　・介護保険被保険者証　　・世帯全員の課税状況が確認できる証明書
※随時受付していますので、該当すると思われる方は申請してください。（申請書などは役場介護

保険課にあります）

介護保険のサービスを利用せずに、在宅で介護している家族などに、その
慰労として金品を贈呈します。（年額10万円）

介護用品の給付

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

庭
池
に
泳
ぐ
宝
石
錦
鯉

天
祈
り
豊
作
願
い
酌
み
交
す

親
バ
カ
の
便
り
を
増
し
て
孫
自
慢

〈
俳
句
〉

雨
あ
が
り
雀
行
水
雲
の
峰

見
惚
れ
し
や
白
ふ
じ
垂
れ
し
庭
に
咲
き

〈
短
歌
〉

雪
消
え
て
広
く
な
り
た
る
休
耕
田
に

黄
の
じ
ゅ
う
た
ん
タ
ン
ポ
ポ
の
花

大
地
震
命
も
家
も
奪
い
去
り

自
然
の
怖
さ
身
に
染
み
て
知
り

亡
母
と
吾
は
ふ
ね
に
苗
い
れ
腰
を
ま
げ

半
月
の
田
植
え
遠
き
日
に
な
り

わ
が
狭
庭
季
節
の
花
の
咲
き
ほ
こ
り

無
言
の
や
さ
し
さ
心
な
ご
み
ぬ

年
老
い
て
若
か
り
し
頃
思
い
出
し

心
や
す
ら
ぎ
つ
か
れ
を
い
や
す

さ
み
だ
れ
の
屋
根
打
つ
音
に
途
切
れ
つ
つ

場
所
が
変
わ
れ
り
郭
公
の
声

　

田
中
舘
a
則
　（
ひ
ば
り
野
）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

善
　
太
　
郎
　（
五
戸
町
）　　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

若
松
　
忠
雄
　（
　
　
　
）　

に
し
き
こ
い

上
市
川

中
　
区

中
　
道

十
文
字

在宅で介護している家族の経済的負担を軽減するために、紙おむつ・尿とりパット
などの購入用の引換券を、年額75,000円を限度に発行します。（７月～翌年６月）

く

す
ず
め

ほ

は

か
っ
こ
う

は

　町内に住所を有し居住している方で、介護保険「要介護度」が４または５に相
当する高齢者などを過去１年間、介護保険サービス（１週間程度のショートステ
イを除く）を利用せずに在宅で介護してきた家族であって、町民税非課税世帯
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●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
７
月
）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

134

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う

科

副
医
長

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

医
療
局
長

科
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

副
院
長

新
井
田
修
久

医
師
名

田
口
　
　
順

濱
舘
　
貴
徳

非
常
勤

澤
田
　
直
也

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

田
邊
　
　
淳

院
　
長

蝦
名
　
宣
男

八
巻
　
孝
之

佐
藤
　
　
学

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

袴
田
真
理
子

佐
々
木
　
亮

（
東
北
大
学
）

　火
曜
日

　月
曜
日

　金
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　
休
診

　火
・
木
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

診
　
療
　
科

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に

　
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
五
戸
総
合
病
院
と
倉
石
診
療
所
は
、
総
合
病
院
の
内
科
医
師
不
足
に
よ

る
、
常
勤
内
科
医
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
厳
し
い
経
営
が
続
く

両
施
設
の
共
倒
れ
を
防
ぐ
目
的
で
今
年
９
月
に
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
統
合
後
は
、
倉
石
地
区
の
患
者
を
病
院
へ
バ
ス
送
迎
す
る
ほ
か
、
診
療

所
で
の
診
療
を
来
年
３
月
ま
で
週
に
１
日
（
火
曜
日
）
継
続
し
、来
年
４

月
か
ら
、
隣
の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
週
に
半
日
、
主
に
定
期
的
に
投
薬

が
必
要
な
患
者
を
診
療
す
る
計
画
で
す
。

倉
石
診
療
所
の
診
療
計
画

●
診
療
日
　
火
曜
日
（
祝
日
、
年
末
・
年
始
を
除
く
）

●
診
療
内
容
　
従
来
と
同
じ

　
※
通
院
バ
ス
の
運
行
計
画
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
当
院
で
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
を
利
用
し
た
脳
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
検
査
内
容

Ｍ
Ｒ
脳
・
脳
動
脈
画
像
撮
影
・
心
電
図
測
定
・
血
液
検
査
・
血
圧
・

身
長
・
体
重
測
定

●
検
査
料
金
　
１
万
５
千
円

●
検
査
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
９
時
30
分（
Ｍ
Ｒ
撮
影
は
30
分
程
度
）

※
３
か
月
以
内
に
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
健
診
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
一
部

検
査
項
目
を
省
略
し
、
料
金
を
少
し
安
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
総
合
病
院
受
付
（
医
事
班
）
℡
61 

│ 

１
２
０
０
　
内
線
２
７
０

◎
五
戸
総
合
病
院
・
倉
石
診
療
所
の
統
合

◎
脳
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ

●５月の診療科別患者数

※　入院 ＝ 毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,069
（14,216）
12,827

（12,375）
48,118

（48,407）
25,677

（34,964）

12,447
（12,552）
12,197

（12,380）

13,648
（12,519）

15,865
（11,126）

11,293
（11,255）

13,471
（14,723）

11,091
（11,909）
12, 20

（12, 39）
12,313

（12,269）
12,012

（11,865）
12,166

（12,418）

12,347
（12,385）
12,334

（12,096）
14,735

（14,762）
12,885

（12,156）

12,605
（12,658）
12,360

（12,050）
11,278

（11,355）
12,350

（12,070）

11,889
（11,929）
11,594

（12,469）
23,799

（23,827）
11,237

（15,880）

11,733
（12,781）
12,415

（12,372）
11,474

（11,504）
15,867

（14,877）

皮膚科
12,248

（12,204）
12,350

（12,070）
12,458

（12,405）
12,350

（12,070）

110,069
（110,273）
114,380

（113,970）
120,032

（120,506）
149,051

（148,137）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11640
（11639）
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１釜440人分を作ります。かき混ぜるのも一苦労！

　
昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
町

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

を
紹
介
し
ま
す
。
日
々
、「
安
全
・

安
心
・
お
い
し
い
給
食
」
を
目
指

し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

栄
養
士
　
【
細
川
栄
子
】

　
一
生
涯
健
康
で
元
気
に
過
ご
す

た
め
に
、
食
の
大
切
さ
（
主
食
・

主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
る
）
日
本

食
の
す
ば
ら
し
さ
、
食
事
で
き
る

こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
を
持
つ
こ

と
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

【
滝
田
敦
子
】

　
子
ど
も
た
ち
が
大

人
に
な
っ
て
も
健
康

で
元
気
に
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
出
前
授

業
や
バ
イ
キ
ン
グ
給

食
を
通
じ
て
望
ま
し

い
食
生
活
、
特
に
野

菜
を
食
べ
る
こ
と
の

良
さ
に
つ
い
て
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て

食
事
は
家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
く
食
べ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

調
理
師

【
村
越
】

　
私
は
、
皆
さ
ん
の
た
め
に
美
味
し
い

給
食
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

【
丸
谷
】

　
調
理
施
設
の
燃
料
が
重
油
か
ら
オ
ー

ル
電
化
へ
と
移
り
変
わ
り
エ
コ
に
配
慮

し
た
時
代
の
流
れ
に
感
動
し
て
い
ま
す
。

調
理
員

【
若
林
】

　
「
大
切
な
食
」
給
食
の
お
ば
さ
ん
に

な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
見
れ

て
う
れ
し
い
で
す
。

【
三
浦
】

　
い
つ
も
お
い
し
く
安
全
な
給
食
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
バ
イ
キ

ン
グ
給
食
も
始
ま
り
ま
す
。
楽
し
み
に

し
て
く
だ
さ
い
。

【
小
泉
】

　
喜
ん
で
給
食
を
食
べ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
に
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

【
佐
々
木
】

　
生
活
習
慣
の
中
で
「
食
」
は
一
番
大

事
な
事
な
の
で
、
毎
日
責
任
を
も
っ
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

【
斉
藤
】

　
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
歩
ん
で
き

た
給
食
作
り
。
こ
の
仕
事
を
し
て
き
て
、

と
て
も
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。

【
中
村
】

　
心
も
体
も
豊
か
に
な
る
よ
う
願
い
を

込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。
バ
イ
キ
ン
グ

楽
し
み
で
す
ね
。

【
宇
津
木
沢
】

　
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
、
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る

よ
う
心
を
込
め
て
作
っ
て
い
ま
す
。

【
川
崎
】

　
成
長
の
糧
と
な
る
食
。
沢
山
の
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
見
れ
て
う
れ
し
い
で

す
。
給
食
時
間
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
荒
屋
敷
】

　
一
生
懸
命
、
楽
し
く
作
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
パ
ワ
ー
が
伝
わ
り
ま
す
よ
う
に
。

【
根
岸
】

　
皆
さ
ん
の
大
好
き
な
バ
イ
キ
ン
グ
給

食
が
始
ま
り
ま
す
。
楽
し
み
に
待
っ
て

い
て
く
だ
さ
い
ね
。

【
田
中
】

　
念
願
の
給
食
セ
ン
タ
ー
勤
務
２
年
目

で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
為
に
が
ん
ば
り

ま
す
。

【
志
村
】

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
そ
し
て
思
い

出
に
残
る
給
食
に
す
る
た
め
一
生
懸
命

作
っ
て
い
ま
す
。

【
川
村
】

　
私
の
作
っ
た
給
食
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
の
心
と
体
が
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

【
鳥
谷
部
】

　
毎
日
一
生
懸
命
作
っ
て
い
る
の
で
、

美
味
し
く
楽
し
く
給
食
を
食
べ
て
く
れ

れ
ば
い
い
な
〜
と
思
い
ま
す
。

【
佐
藤
】

　
焦
ら
ず
、
ミ
ス
な
く
、
堅
実
に
お
い

し
い
給
食
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
安
部
】

　
給
食
の
時
間
が
楽
し
く
過
ご
せ
る
様

に
心
を
込
め
て
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
見
学
の
様
子
で
す
。

“
大
き
な
へ
ら
で
す
ね
”

たくさんの愛情込めて作ってます！

私
た
ち
が

　
学
校
給
食
を
作
っ
て
い
ま
す

お
楽
し
み
！

１
年
に
１
回
の
バ
イ
キ
ン
グ
給
食

安全・安心でおいしい給食



o

雇
用

警

察

官

募

集

国
家
公
務
員
募
集

募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

海
外
派
遣
研
修
生
募
集

放
送
大
学
学
生
募
集

情報ステーション

●
募
集
種
目

　
警
察
官
Ｂ

●
受
験
資
格

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

（
た
だ
し
、
大
学
を
卒
業
し
た

者
ま
た
は
平
成
21
年
３
月
31
日

ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
者

を
除
く
。）

●
受
付
期
間

　
平
成
20
年
８
月
11
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
５
日（
金
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
20
年
９
月
28
日（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
五
戸
警
察
署

　
℡
62 

│ 

３
２
４
１

●
航
空
管
制
官

○
受
験
資
格

・
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
大
学
・
短
大
・
高
専
卒
業

（
見
込
み
）
者
な
ど

○
受
付
期
間

平
成
20
年
７
月
22
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
８
月
５
日（
火
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
20
年
９
月
28
日（
日
）

●
刑
務
官

○
受
験
資
格

　
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

○
受
付
期
間

　
平
成
20
年
７
月
22
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
８
月
５
日（
火
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
20
年
９
月
21
日（
日
）

●
海
上
保
安
学
校
学
生

○
受
験
資
格

　
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
高
卒
（
見
込
み
）
者
な
ど

○
受
付
期
間

　
平
成
20
年
７
月
22
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
８
月
５
日（
火
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
20
年
９
月
28
日（
日
）

●
入
国
警
備
官

○
受
験
資
格

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

○
受
付
期
間

平
成
20
年
７
月
22
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
８
月
５
日（
火
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

平
成
20
年
９
月
28
日（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
東
北
事
務
局

　
℡
０
２
２ 

│ 

２
２
１ 

│ 

２
０
２
２

　
　http://w

w
w

.jinji.go.jp

●
募
集
戸
数

夢
の
森
コ
ス
モ
ス
団
地
内
住
宅

１
戸

※
間
取
り
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
＋
ロ
フ
ト

●
募
集
住
宅
家
賃

　
最
低
家
賃
　
３
０
、０
０
０
円

※
所
得
・
扶
養
家
族
の
状
況
に
よ

っ
て
家
賃
が
変
わ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
20
年
７
月
25
日（
金
）

●
申
し
込
み
方
法

　
申
込
書
と
添
付
書
類
を
倉
石
分

庁
舎
１
階
の
建
設
課
窓
口
へ
提

出
（
平
日
午
前
８
時
15
分
〜
午

後
５
時
）

※
申
込
書
は
役
場
住
民
課
・
建
設

課
・
川
内
支
所
・
浅
田
支
所
に

あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
資
格

①
現
在
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

②
市
町
村
民
税
等
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と

●
選
考
方
法

　
住
宅
困
窮
の
度
合
の
高
い
順
に

入
居
を
決
定
し
ま
す
。

　
　
た
だ
し
、
申
込
者
が
募
集
戸

数
を
上
回
る
場
合
に
は
、
若
年

者
の
子
育
て
世
帯
を
優
先
し
ま

す
。
ま
た
、
同
一
条
件
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
４
７

●
対
象
者

　
次
の
三
つ
の
条
件
を
満
た
す
方

○
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
に
在

学
中
で
五
戸
町
出
身
の
方

○
健
康
で
海
外
で
の
生
活
お
よ
び

研
究
、
調
査
活
動
の
で
き
る
方

○
外
国
語
の
基
礎
知
識
を
有
す
る

方
●
研
修
先

　
英
国
を
含
む
諸
外
国

●
研
修
期
間
等

お
お
む
ね
３
週
間
と
し
、
平
成

21
年
３
月
31
日
ま
で
に
研
修
を

修
了
す
る
も
の
と
す
る

●
補
助
金

　
50
万
円

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
教
育
委
員
会
学
務
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
５
１
１

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
20
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
放
送
大
学
は
テ

レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
20
年
８
月
31
日（
日
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　（
ユ
ー
ト
リ
ー
内
）

　
℡
70 

│ 

１
６
６
３

URL



!0

Ｎ Ｈ Ｋ こ ど も 将 棋 大 会

平
成
20
年
度
五
戸
町
成
人
式

実
行
委
員
募
集

簡
易
郵
便
局
受
託
者
募
集

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
贈
呈

福
祉

融

資

の

ご

案

内

商
工
業

不
妊
治
療
を
支
援
し
ま
す

保
健

20
年
度
身
体
障
が
い
者

巡
回
診
査
お
よ
び
更
生
相
談

●日　　　　時　７月27日（日）　10：00～16：00
●会　　　　場　ＮＨＫ八戸支局　ハナミズキホール
●参 加 資 格　小学生（棋力による３クラス制）
●参 加 料　無料
●申し込み方法　電話・はがき・ＦＡＸでお申し込みください。
　　　　　　　　（記載事項／氏名・電話番号・学校名・学年）
●問い合わせ・申し込み先
　ＮＨＫ八戸支局　〒031－0051　八戸市堤町４－７
　　　　　　　　　ＴＥＬ43－9211　ＦＡＸ45－9200

情報ステーション

　
今
年
度
成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ

ん
、
自
分
た
ち
の
成
人
式
を
自
分

た
ち
で
企
画
・
運
営
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
五
戸
町
成
人
式
が
実
行
委

員
会
で
実
施
さ
れ
て
か
ら
８
年
に

な
り
ま
す
。
や
る
気
の
あ
る
新
成

人
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
５
２
２

　
倉
石
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
た

「
又
重
簡
易
郵
便
局
」
が
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
一
時
的
に
窓
口
を

閉
鎖
し
て
お
り
、
後
任
の
受
託
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
受
託
者
と
し
て
運
営
を
希
望
す

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
八
戸
西
郵
便
局

　
℡
27 

│ 

７
３
７
８

　
町
で
は
、
青
森
県
信
用
保
証
協

会
と
共
に
、
中
小
企
業
者
の
事
業

資
金
借
り
入
れ
を
円
滑
に
す
る
た

め
、
特
別
保
証
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

●
特
別
保
証
制
度

○
簡
易
小
口
資
金

・
保
証
金
額
　
１
、２
５
０
万
円

・
期
間

▽
運
転
７
年
以
内
（
据
置
６
か

月
以
内
）
▽
設
備
７
年
以
内

（
据
置
１
年
以
内
）

・
貸
付
利
率
　
３
・
５
％
以
内

○
事
業
活
性
化
資
金

・
保
証
金
額
　
２
、０
０
０
万
円

・
期
間

▽
運
転
10
年
以
内
（
据
置
６
か

月
以
内
）
▽
設
備
10
年
以
内

（
据
置
１
年
以
内
）

・
貸
付
利
率
　
３
・
５
％
以
内

●
問
い
合
わ
せ
先

・
青
森
県
信
用
保
証
協
会
八
戸
支
所

　
℡
24 

│ 

６
１
８
１

・
役
場
企
画
振
興
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
３
４

　
県
で
は
、
体
外
受
精
・
顕
微
授

精
の
「
特
定
不
妊
治
療
」
を
受
け

た
方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
「
青
森
県
特
定
不
妊
治
療
助

成
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
額
お
よ
び
回
数
は
、
夫
婦

１
組
１
回
の
治
療
に
つ
き
10
万
円

を
限
度
に
、
１
年
度
当
た
り
２
回

ま
で
。
助
成
期
間
は
通
年
５
年
で

す
。

　
ま
た
、
不
妊
に
関
す
る
無
料
の

相
談
窓
口
を
弘
前
大
学
医
学
部
付

属
病
院
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

（
要
予
約
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
三
八
地
域
県
民
局
保
健
総
室

　
℡
27 

│ 

５
１
１
１

・
県
こ
ど
も
み
ら
い
課

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

９
３
０
３

　
先
の
大
戦
で
、
外
地
等
に
派
遣

さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ

れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除

く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に

報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

●
請
求
期
限

　
平
成
21
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室

　
業
務
担
当

　
℡
03 

│ 

５
２
５
３ 

│ 

５
１
８
２

　
　
03 

│ 

５
２
５
３ 

│ 

５
１
９
０

●
対
象
者

・
町
か
ら
要
再
認
定
の
通
知
を
受

け
た
方

・
補
装
具
の
交
付
・
修
理
・
再
交

付
を
必
要
と
す
る
方

・
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
る
た
め
診
査
を
必
要
と
す

る
方

・
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
障
が
い

程
度
お
よ
び
等
級
に
変
化
が
あ

り
、
変
更
を
必
要
と
す
る
方

・
生
活
・
医
療
・
施
設
入
所
な
ど

の
相
談
を
希
望
す
る
方

●
肢
体
不
自
由
の
方

○
期
日
・
場
所

・
平
成
20
年
７
月
16
日（
水
）

　
三
戸
町
保
健
セ
ン
タ
ー

・
平
成
20
年
７
月
17
日（
木
）

　
八
戸
市
福
祉
体
育
館

○
時
間

　
▽
受
付
午
前
８
時
45
分
〜
11
時

　
▽
診
察
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

●
聴
覚
障
が
い
の
方

○
日
　
時

　
平
成
20
年
７
月
22
日（
火
）

▽
受
付
午
前
８
時
45
分
〜
10
時

　
15
分

▽
診
察
午
前
９
時
〜
11
時

○
場
　
所

　
役
場
３
階

●
持
参
す
る
も
の

身
体
障
が
い
者
手
帳
（
持
っ
て

い
る
方
）、
印
鑑

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課
福
祉
班

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
５
２

FAX
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ひばり野公園プール開き　７月１日は無料開放 昭和年代の日常生活写真をお貸しください

●開場日時　７月１日（火）～８月31日（日）　10：00～16：00
※休場日の設定は無し。ただし８月４日は第29回三戸郡中

学校水泳大会のため、町民プールは休場し、学校プール
のみ開場します。
　また、水温・天候等の状況により水泳に適さないとき
は休場したり、時間を変更したりすることもあります。
（開場は「白い旗」、休場は「赤い旗」をあげています）

●使用料金

●問い合わせ先 ・（財）五戸町スポーツ振興公社  ＴＥＬ62－2301
　　　　　　　 ・ひばり野公園プール　　　ＴＥＬ62－3046

　８月９日（土）・10日（日）の２日間、
図書館10周年記念事業として「図書館
まつり」を計画しています。
　当日は「五戸町の昭和写真展」を企
画しており、昭和年代の「衣・食・住」
を写した日常生活写真を探しています。

（例）
・農作業、商店街や民家を写した風景写真
・子どもたちが遊んでいる写真
・学校行事等の記念写真
・その他、昭和年代の懐かしい
　写真　など
※「昭和の年代」とは昭和40年頃までとします。
○お貸しできる方はご連絡いただければ幸いです。

●問い合わせ・連絡先
・町図書館　℡61－1040
・教育委員会社会教育課　℡62－7965

花火大会

「倉石牛」バーベキューコーナー

イベントコーナー

みちのく少年サッカー大会

花火大会

「倉石牛」バーベキューコーナー

イベントコーナー

みちのく少年サッカー大会

▽▽

情報ステーション

区　　　　　　分
金　　　　　　額（円）

一　般 高校生 中学生 小 学 生 以 下
および付添人

町民プール

学 校 プ ー ル
ロ ッ カ ー の 使 用 料

個人使用料 300 200 100
3,000 2,000 1,000

入場できません。 無料
１回　20円

回数券（11回券）
50

500

主催：ごのへ夏まつり実行委員会
共催：五戸町・五戸町教育委員会
　　　五戸町商工会・五戸町観光協会

【問い合わせ先】
『ごのへ夏まつり実行委員会事務局』
　電話（0178）62－7155(五戸町観光協会）

※雨天の場合、花火大会は８月３日（日）に順延します。

●迫力満点！夏の夜空を彩る

●みちのくの銘牛

●みんな！集まれ～

●広がれ！友情・蹴球っ子の輪

200820082008 ８／２［土］　８／３［日］８／２［土］　８／３［日］８／２［土］　８／３［日］▽

日　時：２日［土］　19：30～（雨天の場合は３日）
観覧席：ひばり野公園サッカー場、野球場外野スタンドほか

日　時：２日［土］　12：30～17：30　※「前売券」必要（雨天の場合は３日）
会　場：ひばり野公園芝生広場
価　格：１パック2,500円（カルビ250g入／野菜付 ）完全前売制
前売券発売所：㈱倉石地域振興公社、五戸町商工会など　前売券発売〆切：７月28日（月）
問い合わせ先：㈱倉石地域振興公社　℡0178－77－3131

日　時：２日［土］　13：00　子どもあそびの広場（びっくりスライム、まと当てゲームなど）

　　　　　　　　　　14：00　ハーレー試乗　※記念写真プレゼント
　　　　　　　　　　15：30　民謡と手踊り「さわらび会」手倉森勝利ほか

　　　　　　　　　　17：45　「アイリスリバー」バンドステージ
会　場：ひばり野公園芝生広場

日　時：２日［土］・３日［日］　8：30～（雨天決行）
会　場：ひばり野公園陸上競技場

花火大会

「倉石牛」バーベキューコーナー

イベントコーナー

みちのく少年サッカー大会

前
売
券
発
売
中

前
売
券
発
売
中

前
売
券
発
売
中
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町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，７８５人　（－１０）

　女　１０，５２８人　（－７）

総人口２０，３１３人　（－１７）

世帯数１６，９４６世帯（＋２）

平成20年６月１日現在

この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

八景の坂

堀合の坂

発
行
／
青
森
県
五
戸
町
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
０
３
９
－
１
５
１
３
　
青
森
県
三
戸
郡
五
戸
町
字
古
舘
２
１
－
１

TEL０
１
７
８
－
６
２
－
２
１
１
１
　
FAX０

１
７
８
－
６
２
－
６
３
１
７
　
M
AIL

soum
u＠
tow
n.gonohe.aom

ori.jp　
http://w

w
w
.tow
n.gonohe.aom

ori.jp
広
報

■
父
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
五
戸
町
連
合
婦
人
会
（
鳥
谷

部
富
子
会
長
）
は
父
の
日
を

記
念
し
、
町
長
・
副
町
長
・

教
育
長
に
シ
ャ
ツ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

№161

「
暮
ら
し
と
共
に
生
き
る
坂
―
今
と
昔
⑥

　
　
　
　
　
明
治
期
の
八
景
坂
、
堀
合
坂
」

　
明
治
天
皇
が
東
北
御
巡
幸
を
二

回
行
い
、
新
道
改
修
が
明
治
十
七

年
か
ら
十
八
年
に
か
け
て
行
わ
れ

た
。（
完
成
時
の
国
道
六
号
か
ら
道

路
法
改
正
に
よ
り
四
号
に
変
更
）

　
こ
の
改
修
に
よ
っ
て
新
し
い
坂

道
が
生
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、
大
正

四
年
の
町
制
施
行
を
契
機
に
下
大

町
と
博
労
町
の
沢
が
埋
め
ら
れ
（
大

正
六
〜
七
年
ご
ろ
）、
「
盛
立
て
」

の
名
前
が
付
け
ら
れ
た
。

　
だ
れ
言
う
と
な
く
、
狐
森
の
坂
、

稲
荷
様
の
坂
、
野
月
の
坂
、
博
労

町
の
坂
、
下
タ
ノ
沢
の
坂
、
愛
宕

様
の
坂
な
ど
、
そ
の
地
域
に
よ
っ

て
呼
び
名
が
付
い
た
。
近
世
に
付

い
た
名
称
に
は
「
○
○
の
坂
」
と

「
の
」
が
付
く
坂
が
多
い
と
い
わ

れ
る
。

【
八
景
の
坂
】

　
五
戸
野
月
か
ら
五
戸
川
を
渡
っ

て
油
出
に
向
う
坂
道
を
八
景
の
坂

と
呼
ん
で
い
る
。
川
に
は
丸
太
橋

が
架
け
ら
れ
八
景
橋
と
い
っ
た
。

　
だ
が
、
こ
の
坂
道
に
名
前
が
生

ま
れ
た
の
は
、
新
国
道
が
生
ま
れ

て
か
ら
二
十
三
年
後
の
こ
と
だ
と

い
う
。

　
こ
の
八
景
付
近
の
谷
間
に
崖
の

土
運
び
を
し
た
の
は
、
野
月
の
奥

寺
末
松
（
二
代
＝
万
延
元
年
（
一

八
六
〇
年
）
三
月
十
六
日
生
）
を

は
じ
め
地
元
の
若
者
た
ち
だ
っ
た
。

　
末
松
は
当
時
十
六
歳
、
付
近
一

帯
か
ら
人
骨
が
ガ
ラ
ガ
ラ
出
て
び

っ
く
り
。（
藩
政
末
期
の
凶
作
で

死
亡
し
た
村
民
で
は
な
い
か
と
い

う
説
あ
り
）

　
ま
た
、
『
南
部
馬
史
』
の
寛
文

七
年
（
一
六
六
七
年
）
七
月
五
日

の
文
に
「
青
黒
毛
が
五
戸
八
景
渡

で
狼
の
害
を
受
け
た
。
寛
文
十
年

七
月
二
日
、
五
戸
野
で
当
歳
十
八

疋
、
二
歳
一
疋
が
長
崎
山
で
狼
害

を
受
け
た
」
と
書
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
八
景
」
と
い
う

文
字
は
古
く
か
ら
使
わ
れ
、
能
田

多
代
（
本
名
三
浦
た
よ
＝
元
三
浦

一
雄
農
林
大
臣
の
姉
）
の
五
戸
地

方
の
方
言
集
に
は
八
景
に
つ
い
て

「
丘
陵
先
端
で
五
戸
川
に
臨
み
、

高
い
崖
に
な
っ
て
い
る
地
形
名
で

八
景
の
文
字
を
当
て
る
」
と
あ
る
。

　
倉
石
、
戸
来
方
面
で
川
や
谷
を

越
す
地
点
を
「
渡
り
」
と
呼
ん
で

い
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
五
戸
地
方
に
育
っ
た
多

く
の
人
々
は
「
な
ん
だ
、
八
景
と

は
崖
の
こ
と
か
」
と
興
醒
め
す
る

が
、
八
景
付
近
か
ら
の
戸
来
岳
、

五
戸
た
ん
ぼ
に
映
え
る
夕
照
も
素

敵
で
あ
る
。
だ
が
、
辺
り
一
面
銀

世
界
の
雪
景
色
に
な
っ
た
時
、
寒

さ
は
骨
の
髄
ま
で
染
み
と
お
る
よ

う
だ
。
時
折
、
粉
雪
が
舞
い
上
が

る
正
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
不

思
議
な
魅
力
の
あ
る
八
景
で
あ
る
。

　
明
治
初
期
に
は
五
戸
八
景
を
俳

句
に
詠
ん
だ
村
民
が
あ
る
ほ
か
、

五
戸
十
景
八
勝
の
句
や
詩
も
あ
り

稲
荷
神
社
に
掲
額
し
て
い
る
。
題

材
は
名
月
、
鐘
、
ひ
ば
り
、
古
仏
、

牧
場
な
ど
で
あ
る
。

　
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
十
二
日

五
戸
バ
イ
パ
ス
が
長
下
か
ら
五
戸

高
校
裏
ま
で
八
年
か
け
て
完
成（
延

長
四
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
工
事
費

約
三
十
億
円
）。
五
戸
新
橋
が
で

き
て
八
景
の
坂
は
車
両
台
数
も
減

少
、
国
道
か
ら
県
道
に
格
下
げ
さ

れ
て
静
か
な
坂
道
と
な
っ
て
い
る
。

【
堀
合
の
坂
】

　
西
藤
坂
の
中
間
か
ら
青
森
銀
行

前
ま
で
の
道
路
に
付
い
た
名
。
明

治
九
年
の
明
治
天
皇
東
北
御
巡
幸

の
際
、
こ
の
坂
を
避
け
た
理
由
に

つ
い
て
は
「
幅
二
メ
ー
ト
ル
足
ら

ず
の
細
道
で
付
近
一
帯
が
笹
や
ぶ

だ
っ
た
の
で
、
事
故
発
生
を
避
け

る
た
め
変
更
さ
れ
た
」
。
と
、
地

元
の
老
婆
は
語
り
伝
え
て
い
る
。

　
御
巡
幸
直
前
の
四
月
、
地
蔵
岱

で
百
姓
一
揆
の
う
わ
さ
が
流
れ
、

未
然
に
防
止
さ
れ
て
い
る
。
（
た

だ
し
五
戸
の
公
的
記
録
は
不
明
）

※
一
口
メ
モ

　
坂
の
呼
び
名
が
な
い
こ
ろ
は
、

川
原
町
の
人
々
は
、
ま
と
め
て
町

坂
と
呼
ん
だ
。
町
坂
は
木
村
舘
（
五

戸
舘
）
が
で
き
た
頃
か
ら
の
呼
び

名
ら
し
い
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

三
　
浦
　
榮
　
一

が
け

ぴ
き

わ
た
り

ざせ
き
し
ょ
う

さ
い
と
う

あ
た
ご



防 災 行 政 無 線 に つ い て 
　町では、町内 77 か所に防災行政無線の子局（屋外スピーカー）を設置し、気象警報や避難情報などの「防災情報」、公的機関
からのお知らせなどの「行政情報」を放送しています。  

　自治体が発令する避難情報は「避難準備情報」「避難勧告」「避難指示」の３段階に分かれます。後者になるにつれ、緊急度
が高くなります。 

※避難情報は通常時よりも大きな音で無線放送します。そのほか必要に応じてテレビ・ラジオ、広報車などでもお知らせします。
　また、一人暮らしの高齢者などには、戸別訪問や電話による周知徹底を図ります。  

３段階の避難情報　「もしも」に備えて覚えておきましょう

防災行政無線Ｑ＆Ａ　よくある質問にお答えします

防災行政無線電話応答システム　放送内容を電話で聞くことができます

避
難
準
備
情
報

区分 発　　令　　基　　準

①気象予警報等が発表され、事前に避難準備を
することが適当②災害の発生を覚知し、諸般の
状況から災害の拡大が予想され、事前に避難準
備することが適当と判断される場合に、避難行
動に時間がかかる身体障がい者や高齢者等を早
めに避難させるため国のガイドラインに基づ
き、町長の判断で発令します。

放　　　送　　　例

こちらは防災五戸広報です。
避難準備のお知らせをします。
○○川が堤防決壊の危険水量を超えました。住民の皆さんは
避難の準備をしてください。対象地区は△△地区、避難場所は
□□センターです。（以下、避難の際の注意事項等）

避
　
難
　
勧
　
告

①避難準備より状況が悪化し、事前に避難が必
要②災害を覚知し、災害の拡大が予想され、事
前に避難が必要と判断される場合に、災害対策
基本法第 60 条に基づき、町長の判断で発令し
ます。

サイレン　－　休止　－

こちらは防災五戸広報です。
五戸町災害対策本部から避難勧告をします。
○○川の堤防決壊の危険性が高くなりました。住民の皆さんは
避難してください。対象地区は△△地区、避難場所は□□セン
ターです。（以下、避難の際の注意事項等）

約 １ 分 約 １ 分約５秒

避
　
難
　
指
　
示

①避難勧告より状況が悪化し、緊急に避難が必
要②災害を覚知し、著しく危険が切迫し、緊急
に避難が必要と判断される場合に、同じく災害
対策基本法第 60 条に基づき、町長の判断で発
令します。

サイレン　－　休止　－

こちらは防災五戸広報です。
今すぐ避難してください。今すぐ避難してください。
五戸町災害対策本部から避難指示をします。
○○川の堤防決壊が間近に迫っています。対象地区は△△地区、
避難場所は□□センターです。（以下、避難の際の注意事項等）

約 １ 分 約 １ 分約５秒

放送内容が聞き取りにくいのですが？

　屋外スピーカーの性質として、距離や地
形、風向きなどの影響で音声が聞き取りに
くい場合があります。内容が聞き取れなか
ったときは、下記の「電話応答システム」
をご利用ください。常時聞き取りにくい場
合、連絡をいただければ、スピーカーの向
きや出力を調整したり、戸別受信機を設置
するなどの対応をします。
　なお、最近の住宅は防音設備がしっかり
しているため、家の中で無線放送を聞き取
ることが困難です。放送の際には、窓を開
けるなどしてお聞きくださるようお願いし
ます。

Ｑ１

間を空けてゆっくり話すのはなぜ？

　場所によっては、山びこや他地区のス
ピーカーの音声が反響して、内容が聞き取り
にくい場合があります。このための対策とし
て、間を空けてゆっくり話し、隣り合うスピ
ーカーが同時に鳴らないよう時間差で放送し
ています。

Ｑ２

屋外スピーカーではなく、
各家庭に戸別受信機を配布しては？

　戸別受信機には、Ｑ１のような聞き取りに
くさやスピーカー周辺住民への騒音を解消で
きるなどの利点がありますが、全世帯への設
置となると、屋外スピーカーに比べて費用が
格段に高くなります。このため町では屋外ス
ピーカーを採用し、一部の難聴地域のみ戸別
受信機を配布しています。

Ｑ３

問い合わせ先　役場総務課　1６２－７９５０（直通）

1６１－１１０６に電話をかけ、音声ガイダンスに従ってプッシュホンを操作してください。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（メッセージは放送後24時間で消去されます） 
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このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

● 10か月児健康相談（19年８・９月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● ３か月児健康診査（20年３月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● ２歳６か月児健康相談（17年12月・18年１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

10：00～12：00 町立公民館

倉石コミュニティセンター

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

● 田ノ草取り唄（踊） 14：00～ 代官所前

● お話会 14：00～15：00 町図書館児童コーナー

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● 身体障がい者巡回診査および更生相談（肢体不自由） 八戸市福祉体育館 8：45～11：00受付

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

10：00～15：00● 味まつり＆倉石牛まつり 夢の森ハイランド

10：30～11：30● 子どもアニメ映画会 町図書館視聴覚室

10：00～11：30● 土曜セミナー「郷土歴史講座」② 町図書館視聴覚室

13：30～16：00● 柏レイソルサッカー教室 ひばり野公園陸上競技場
（雨天時：五戸ドーム）

 9：30～12：00● 柏レイソルサッカー教室 ひばり野公園陸上競技場
（雨天時：五戸ドーム）

10：30～11：30● 子どもアニメ映画会 町図書館視聴覚室

● 町民大学移動講座（川内・豊間内・浅田合同） 八戸市縄文学習館、
羽仁もと子記念館

10：00～12：00

13：30～16：00

町立公民館小ホール● 子育てメイト「七夕まつり会」

 7：00～18：00 町内各投票所● 町農業委員会委員一般選挙投票日

岩手県　姫神山● 第40回五戸町民登山

● 三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：50受付 総合病院
ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111
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記念日等日 行　　事　　等

「愛の血液助け合い運動」月間

社会を明るくする運動全国強調月間

● 行政相談

12：20～12：50受付● 麻しん・風しん混合予防接種 総合病院

 8：45～11：00受付● 身体障がい者巡回診査および更生相談（肢体不自由） 三戸町保健センター

特定健康診査の申し込みは
地区の保健協力員か
役場保健衛生課へ
お電話ください！

● 三種混合　　　　　　予防接種
● 子どもアニメ映画会 町図書館視聴覚室10：30～11：30

● 行政相談 町立公民館13：30～16：00

● 身体障がい者巡回診査および更生相談（聴覚障がい） 役場３階 8：45～10：15受付

12：20～12：50受付 総合病院ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）
● 町民大学移動講座（中央・倉石地区） 八戸市縄文学習館、羽仁もと子記念館

● みんなの保健室（健康相談） 役場保健衛生課13：00～15：00
10：00～12：00 町立公民館

● １歳６か月児健康診査（18年12月・19年１月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

今月の納期

納期限７月31日（木）
固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

第２期
第１期
第１期

夏の交通安全県民運動
年１回、誕生月に

検診を受けましょう

１子どもと高齢者の交通事故防止�

２自転車の安全利用の推進�

３飲酒・暴走運転の根絶

自転車も　ハンドル握れば　ドライバー

運
動
の
重
点

家庭の日

海の日
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このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

● 10か月児健康相談（19年８・９月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● ３か月児健康診査（20年３月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● ２歳６か月児健康相談（17年12月・18年１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

10：00～12：00 町立公民館

倉石コミュニティセンター

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

● 田ノ草取り唄（踊） 14：00～ 代官所前

● お話会 14：00～15：00 町図書館児童コーナー

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● 身体障がい者巡回診査および更生相談（肢体不自由） 八戸市福祉体育館 8：45～11：00受付

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

10：00～15：00● 味まつり＆倉石牛まつり 夢の森ハイランド

10：30～11：30● 子どもアニメ映画会 町図書館視聴覚室

10：00～11：30● 土曜セミナー「郷土歴史講座」② 町図書館視聴覚室

13：30～16：00● 柏レイソルサッカー教室 ひばり野公園陸上競技場
（雨天時：五戸ドーム）

 9：30～12：00● 柏レイソルサッカー教室 ひばり野公園陸上競技場
（雨天時：五戸ドーム）

10：30～11：30● 子どもアニメ映画会 町図書館視聴覚室

● 町民大学移動講座（川内・豊間内・浅田合同） 八戸市縄文学習館、
羽仁もと子記念館

10：00～12：00

13：30～16：00

町立公民館小ホール● 子育てメイト「七夕まつり会」

 7：00～18：00 町内各投票所● 町農業委員会委員一般選挙投票日

岩手県　姫神山● 第40回五戸町民登山

● 三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：50受付 総合病院
ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111
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記念日等日 行　　事　　等

「愛の血液助け合い運動」月間

社会を明るくする運動全国強調月間

● 行政相談

12：20～12：50受付● 麻しん・風しん混合予防接種 総合病院

 8：45～11：00受付● 身体障がい者巡回診査および更生相談（肢体不自由） 三戸町保健センター

特定健康診査の申し込みは
地区の保健協力員か
役場保健衛生課へ
お電話ください！

● 三種混合　　　　　　予防接種
● 子どもアニメ映画会 町図書館視聴覚室10：30～11：30

● 行政相談 町立公民館13：30～16：00

● 身体障がい者巡回診査および更生相談（聴覚障がい） 役場３階 8：45～10：15受付

12：20～12：50受付 総合病院ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）
● 町民大学移動講座（中央・倉石地区） 八戸市縄文学習館、羽仁もと子記念館

● みんなの保健室（健康相談） 役場保健衛生課13：00～15：00
10：00～12：00 町立公民館

● １歳６か月児健康診査（18年12月・19年１月生） 12：30～13：00受付 旧地域保健センター

今月の納期

納期限７月31日（木）
固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

第２期
第１期
第１期

夏の交通安全県民運動
年１回、誕生月に

検診を受けましょう

１子どもと高齢者の交通事故防止�

２自転車の安全利用の推進�

３飲酒・暴走運転の根絶

自転車も　ハンドル握れば　ドライバー

運
動
の
重
点

家庭の日

海の日



　 麻しん・風しん混合予防接種

● ３か月児健康診査（20年４月生）

● ６か月児健康相談（19年12月・20年１月生）

日 記念日等

県民交通安全の日

高齢者交通安全の日

行　　事　　等

月　間　メ　モ

電気使用安全月間

食品衛生月間
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● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
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２００８年

平成２０年
８月

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

12：20～12：50受付 総合病院

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 子どもアニメ映画会 10：30～11：30 町図書館視聴覚室

● 行政相談 13：30～16：00 倉石コミュニティセンター

● 図書館まつり
　（五戸町図書館開館10周年記念事業）  9：00～17：00 歴史みらいパーク

● 図書館まつり
　（五戸町図書館開館10周年記念事業）  9：00～17：00 歴史みらいパーク

● 県民体育大会（２日、３日、９日、１０日） 主会場：十和田市

● ごのへ夏まつり花火大会雨天予備日 ひばり野公園

● ごのへ夏まつり（～３日）
みちのく少年サッカー大会　8：30～、倉石牛バーベキュー　12：30～、イベントコーナー　13：00～、花火大会　19：30～

みちのく少年サッカー大会　8：30～

ひばり野公園

● 人権相談 13：30～16：00 五戸町社会福祉センター

12：20～12：50受付 総合病院




